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サービスの
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私たちは東京都社会福祉協議会の高齢者施設部会・生活相談員研修委員会が主

催する「生活相談員スキルアップ研修会」に参加し、多岐にわたる生活相談員

の中核業務の中で「ケアマネジメント」に焦点をあて、果たすべき役割につい

て研究しているグループです。

《研究前の状況と課題》 

ご利用者のケアを行うことが必要と言われて

いるが、実際は業務に追われ施設や職員主体とな

ってしまっていることが多い。私達生活相談員も

「利用者の味方」で代弁者となるべきなのだが、

業務の多さや忙しさを理由に出来ていないこと

が多かった。 

ご利用者は「在宅での生活」を諦め、我慢した

生活を送る覚悟を決めて施設に入所しているの

ではないだろうか。職員は自分の気持ちを抑えて

生活している利用者に甘え、どのような思いで入

所して、どんな想いを秘めているのかということ

に目を向けているだろうか？ 

多くの施設では「医学モデル」と言われる「利

用者や社会環境のマイナス面を改善することに

着目し、補うケア」が行われているが、ご利用者

が一度あきらめた想い、生活を取り戻すため、そ

の方の背景や気持ちに目を向けたケアをしてい

きたいと考えた。 

《研究の目標と期待する成果》

 『ご利用者の想いに目を向ける』ことを目標に

掲げ、話し合いを進めた結果、「ご利用者の本来

持っている長所や希望に着目し、それを引き出し

活用していく」ストレングスモデルという手法で

アプローチすることが有効なのではないかと考

えた。

 職員の視点を利用者の抱える課題やできない

ことを中心としたものから「何を望んでいるの

か」「何ができるのか」という視点へ変えること

でご利用者との関係性に変化が出てくるのでは

ないだろうか。

仮説① 

職員自身のケアに対する視点や利用者との関わ

り方が変化してくるのではないか。

仮説②

職員の対応や声かけが変わることで、ご利用者か

らの発信が多くなるのではないか。

ストレングスモデルを活用した利用者と職員の相互関

係の変化について

主題

「私の強さ知っていますか？」～利用者からの発信～副題

生活相談員スキルアップ研修 Ｃグループ事業所３ヶ月

ストレングスモデル 

様式２ 
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《取り組みの結果と評価》

仮説①についてはアンケートから職員自身が変

化を感じたのは全体の約 6 割に上ったことが分

かった。また、ご利用者と職員自身の両方の変化

があったことが分かった。具体的にはご利用者自

身の活動量が増えて活気が増したり、自ら話すよ

うになった、表情や態度に変化が見られたとの回

答があった。職員側からは情報交換の場面が増え

たかという質問に約７割が増えたと回答があっ

た。職員自身が自分たちの対応を振り返り話し合

う機会ができた、一人ひとりが以前より話しかけ

ることで情報量が増えたとの回答がみられた。こ

の結果から仮説①の利用者と職員の双方の変化

については認められた。仮説②については対照的

な事例が挙げられた。一方では実施することでご

利用者自身の生活が向上したが、一方では取り組

むことで逆にご利用者自身が不穏になった。取り

組みを行うことが利用者の状況によっては逆の

効果を生じることがわかった。

《まとめ》 

今回の実践から職員とご利用者の関係が変化

することがわかったが、結果が必ずしも良い変化

のみではないことが分かった。原因分析について

は今後の課題の一つとなる。実践の際にはマイナ

スに働くリスクがあることを認識し、状況を見極

めながら実施を進めていく必要がある。そのよう

な点に十分に配慮することでストレングスモデ

ルはご利用者の自立支援を実現していくための

ひとつの有効な手段として捉えることができる。

《具体的な取り組みの内容》 

①まず10施設で相談員が利用者のストレングス

を見つけることを意識し、１人のご利用者へ面接

を１回行った。生活相談員がこの取り組みの効果

を実感し、ケアの現場に広める方法を検討。 

②伝達する上で生活相談員のグループ間で共通

の認識をもって取り組めるようにツール内容を

作成した。 ストレングスモデルの簡単な説明文

と職員が使用する書式には実施前・実施中・実施

後の利用者と職員自身の変化、気づいた事を2週

間記入していただく書式を準備した。 

③ツールを基に各施設で生活相談員からストレ

ングスモデルの実践について介護職員 1 名に実

施内容について説明を行った。1名以上で取り組

むかは各スタッフ、施設で自由とした。 

④6/1～14までの2週間実施。 

その間、生活相談員は取り組む中で職員が主体的

に実践できるように、また職員がその日の気づき

を意識できるように現場へフォローを行った。 

⑤2 週間の実施後に各職員にアンケート(10 項

目)を実施。倫理的配慮から無記名で行った。 

⑥10施設のアンケート結果（回答職員49名）

参加職種：介護職42名、他 7名ストレングスモ

デルを以前から知っていたのは40名。→9名取

り組みの中で情報交換の場が以前より増えた 36

名、変わらない13名であった。 

⑦各施設での取り組み結果についてまとめ、今後

継続していくため、また複数職員へ広めていくた

めの課題について話し合う。 

《提案と発信》

【メモ欄】

生活相談員の役割として今回の取り組み同様、事前面談で情報を挙げ、職員教育・ス

ーパーバイズを常に行い、他業種・介護職の専門性を踏まえつつ、連携・調整しカン

ファレンスや記録様式を工夫し情報共有行うことが必要であることが分かった。そこ

で新たに生まれる課題に利用者自身と共に向き合い、利用者の自立支援をサポートす

ることが求められているのである。


